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「
医
療
健
康
学
部
」「
こ
ど
も
専
攻
」新
設 

平
成
19
年
４
月
、金
城
大
学
は「
医
療
健
康
学
部
」と「
こ
ど
も
専
攻
」を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。 

医
療
健
康
学
部
で
は
理
学
療
法
士
、こ
ど
も
専
攻
で
は「
こ
ど
も
」の
専
門
家
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

理
学
療
法
士
が
必
要
と
さ
れ
る
領
域
は 

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
ま
す 

実
践
的
な
教
育
で「
こ
ど
も
」の
専
門
家
を
養
成
す
る 

「
こ
ど
も
専
攻
」開
設 

本
学
な
ら
で
は
の
充
実
し
た
４
年
間
の
学
び
を
通
じ
て 

„
人
“と
接
す
る
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
を
養
成 

新築された医療健康学部棟 

医療健康学部棟内の講義室 

     

理
学
療
法
と
は
、病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
身
体
が
不
自
由
に

な
っ
た
人
に
対
し
、心
身
両
面
か
ら
機
能
回
復
・
維
持
を
図
る

医
療
の
ひ
と
つ
で
す
。理
学
療
法
士
は
、理
学
療
法
分
野
の
専

門
職
と
し
て
、各
個
人
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
治
療
方
法
・

目
標
を
設
定
し
、治
療
を
進
め
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。 さ

ら
に
、現
在
で
は
理
学
療
法
士
が
必
要
と
さ
れ
る
領
域

は
、医
療
は
も
と
よ
り
、保
健
・
福
祉
、教
育
、ス
ポ
ー
ツ
、地

域
社
会
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、ど
の
よ
う
な
分
野
で
あ
っ
て
も
、理
学
療
法
士
が

接
し
、支
え
て
い
く
の
は„
人
“で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、相
手
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
感
性
を
持
っ
た
理
学

療
法
士
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

    

平
成
19
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
医
療
健
康
学
部
理
学
療

法
学
科
で
は
、医
療
専
門
職
の
人
々
と
対
等
な
立
場
で
働
く

こ
と
の
で
き
る
深
い
専
門
性
と
幅
広
い
教
養
は
も
ち
ろ
ん
、

„
人
“と
接
す
る
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
と
し
て
、豊
か
な
人
間

性
を
備
え
た
理
学
療
法
士
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

ま
た
、理
学
療
法
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、１
年
次
か
ら
段

階
を
踏
ん
で
医
療
現
場
に
携
わ
る
自
覚
や
責
任
感
を
し
っ
か

り
と
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編

成
し
て
い
ま
す
。４
年
制
大
学
だ
か
ら
こ
そ
、幅
広
い
分
野
の

知
識
・
技
術
が
習
得
で
き
る
の
で
す
。さ
ら
に
、社
会
福
祉
学

部
と
の
連
携
に
よ
り
、介
護
や
社
会
福
祉
に
関
す
る
知
識
も

身
に
付
け
た
理
学
療
法
士
と
し
て
、長
期
的
・
総
合
的
に
患
者

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。 

    

同
じ
く
平
成
19
年
４
月
に
は
、社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉

学
科
に「
こ
ど
も
専
攻
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。保
育
士
資
格
、

幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
、社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
受
験
資

格
も
取
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
。短
期
大
学
部
で

培
っ
て
き
た
保
育
・

幼
児
教
育
者
養
成

の
実
績
と
、
社
会

福
祉
学
部
な
ら
で

は
の
優
れ
た
専
門

性
を
十
分
に
活
か

し
な
が
ら
、
実
践

的
な
教
育
を
通
じ

て
、「
こ
ど
も
」の
専

門
家
の
養
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 

 



福祉施設 
など 
100人 企業 

76人 

教員 5人 
公務員 2人 

未就職 2人 
進学 5人 その他 7人 

平成19年3月卒業生の進路結果  業種別就職状況　（2007年5月現在） 

【福祉施設など】 
高齢者施設 64人 
障害者施設 17人 
児童施設 　1人 
社会福祉協議会 　1人 
医療施設　 16人 
NPO法人　 1人 
--------------------------------- 
計 100人 
 

【企業】 
医療・福祉 13人 
飲食・宿泊業 1人 
金融・保険業 4人 
販売・小売業 23人 
建設業 2人 
サービス業 5人 
教育 4人 
不動産業 3人 
情報通信 8人 
製造業 10人 
その他 3人 
---------------------------------　
計 76人 

【公務員】 
地方公務員 2人 
--------------------------------- 
計 2人 
 
【教員】 
公立高校 1人 
私立高校 1人 
養護学校 　3人 
--------------------------------- 
計 5人 
 
【進学】 
大学院 1人 
大学 2人 
専門学校 2人 
--------------------------------- 
計 5人 

介護職 87人 
相談援助職 20人 
福祉専門職 1人 
営業職 50人 
事務職 13人 
教員 5人 
生産 4人 
SE 1人 
秘書 1人 
その他 1人 
--------------------------------- 
計 183人 

就職率 98.9％ 
卒業生 197人 
就職希望者 185人 
（就職183人・未就職2人） 
進学 5人 
その他 7人 

職　種 業　　種 

就職率98.9％=就職者数183／就職希望者数185×100

予算・決算　（平成18年度決算、平成19年度予算） 

収入の部 

前年度繰越金 
会　　費 
利　　息 

計 

平成18年度決算 

6,533,289 
3,980,000 

5,009 

10,518,298

平成19年度予算 

10,454,318 
3,940,000 

8,079 

14,402,397

支出の部 

同窓会会報誌 
大学祭案内 
郵　送　費 
大学祭招待券 
会費戻し送料 
次年度繰越 

計 

平成18年度決算 

─　  
31,500 
29,750 
2,100 
630 

10,454,318 

10,518,298

平成19年度予算 

500,000 
31,500 
110,000 
3,000 
─　  
13,757,897 

14,402,397

平成19年9月23日（日）に平成18年度同窓会役員会が本学

医療健康学部棟にて開催され、会長の濱田陽介さん（1期生）を

始め、5名の役員・委員の方に出席いただきました。 

役員会では、平成18年度事業報告・決算報告・会計監査報告、

平成19年度事業計画案・予算案、平成19年度役員がいずれも

承認されました。その後、同窓会第1回総会の開催について、新

たに開設した医療健康学部（同窓会：平成23年設立予定）との

統合等について検討されました。また、卒業生の視点から、大学

への要望や国家試験対策支援等、さまざまな意見が出され、た

いへん意義のある意見交換の場となりました。 

平成19 年度役員・委員 
会　長　　  濱田 陽介　（１期生） 
副会長　　  中野 雄介　（１期生） 
会計監査　  園谷　準　 （１期生）、  上田 良和　（１期生） 

委　員　　  内島 一憲　（１期生）、  熊野 裕子　（１期生）、  伊藤 恵里　（２期生）、  上野　緑　 （２期生） 
　　　　　  寺井 紀博　（２期生）、  藤田 正憲　（２期生）、  北平 玲子　（３期生）、  田中 宏治　（３期生） 

　　　　　  　田 澄麗　（３期生）、  新田 和恵　（３期生）、  平村 慶乃　（３期生）、  安土 貴子　（４期生） 

　　　　　  川部 史香　（４期生）、  河野 由未子（４期生）、  小塩 麻里奈（４期生）、  清水 敦子　（４期生） 

　　　　　  庄田 紋子　（４期生）、  高橋 志未　（４期生）、  林　裕也　 （４期生）、  森　美夏　 （４期生） 

担当教員　  竹腰 敦 准教授、  高島 智世 講師　 
担当職員　  総務部 
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第
４
回
卒
業
証
書
・
学
位
授
与

式
が
白
山
市
松
任
文
化
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。社
会
福
祉
学
部
の

卒
業
生
１
９
７
名
が
、
社
会
に
向

け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。 

式
で
は
加
藤
理
事
長
の
告
辞
、

本
田
学
長
の
式
辞
に
続
き
、　
光

雄
白
山
市
長
、杉
本
典
昭
白
山
市

議
会
副
議
長
、実
盛
祥
隆
後
援
会
会
長
に
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。卒
業
生
を
代
表
し
て
川
部
史
香
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
。ま
た
、同
日
、会
場
を
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
移
し
、卒
業
パ
ー

テ
ィ
ー
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
卒
業
式
は
、平
成
20
年
３
月
18
日
に
白
山
市
松
任

文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

 

第
８
回
入
学
式
が
白
山
市
松
任

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今

年
度
か
ら
新
設
の
社
会
福
祉
学
部

こ
ど
も
専
攻
と
医
療
健
康
学
部
の

新
入
生
を
含
む
３
２
４
名
が
入
学

し
、大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。式
で
は
加
藤
理
事
長
が
告

辞
を
述
べ
、本
田
学
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

新
入
生
を
代
表
し
て
医
療
健
康
学
部
の
大
川
雄
一
郎
さ
ん
が

宣
誓
し
ま
し
た
。 

  

新
入
生
が
早
く
大
学
生
活
に
な
じ
め
る
よ
う
に
、今
年
度
も

新
入
生
歓
迎
会
を
実
施
し
ま
し
た
。体
育
館
で
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
紹
介
や
ク
イ
ズ
・
的
あ
て
を
盛
り
込
ん
だ
学
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
見
学
・
体
験
、劇
で
は
ビ
ン
ゴ
大
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。豪
華

景
品
が
用
意
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

新
入
生
は
歓
迎
会
を
通

じ
て
大
学
の
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
他
に
は
な

い
金
城
大
学
の
良
さ
を
体

感
で
き
た
１
日
だ
っ
た
よ

う
で
す
。 

   

新
入
生
合
宿
研
修
が
、旧
尾
口
村「
か
ん
ぽ
の
郷
白
山
尾
口
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
、福
祉
と

健
康
に
関
心
を
深
め
る
、新
し
い
仲
間
を
作
る
と
と
も
に
大
学

生
活
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、講
話
、

懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、よ

り
大
学
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。合
宿
研

修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

学
生
の
大
半
が
満
足
で
き
た

と
の
回
答
で
し
た
。ま
た
、９

月
下
旬
に
は
医
療
健
康
学
部

の
研
修
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

来
年
度
は
二
学
部
合
同
で

の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、さ
ら
に
充
実
し
た
研
修
が
行
え
る

よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。 

  

今
年
度
も
短
大
部
と
合
同
で
学
友
会
が
主
体
と
な
っ
て
、マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
・
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施（
６
月
毎
週
１

回
）し
ま
し
た
。喫
煙
や
ゴ
ミ
、駐

車
場
に
関
す
る
マ
ナ
ー
等
の
向
上
、

大
学
生
と
し
て
の
自
覚
あ
る
行

動
を
呼
び
か
け
、啓
発
運
動
と
し

て
、禁
煙
グ
ッ
ズ
の
配
布
や
吸
い
殻
・

ゴ
ミ
拾
い
を
率
先
し
て
行
い
ま
し

た
。 

  

今
年
度
最
初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
盛
況
！ 

金
城
大
学
開
学
以
来
、初
の
参
加
者
１
８
０
人
!! 

７
月
16
日（
月
・
祝
）に
第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。今
年
か
ら『
こ
ど
も
専
攻
』『
医
療
健
康
学
部
』学

生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
。彼
ら
も
初
め
て
の

経
験
で
、最
初
は
緊
張
し
て
い
た
様
子
で
し
た
が
、ミ
ニ
講
義
や

『
人
型
遊
び（
こ
ど
も
専
攻
）』『
触
っ
て
み
よ
う
！
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
機
器
』や
そ
の
後
の『
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
』と
、時
間
が
経
つ
に

つ
れ
、参
加
者
と
も
打
ち
解
け
て
き
ま
し
た
。過
去
最
多
の
参
加

者
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
初
日
で
し
た
が
、無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
も「
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
が
優
し
か
っ

た
」「
親
切
に
説
明
し
て
く
れ
た
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
、と
て

も
良
い
評
判
で
し
た
。今
年
は
８
月
の
３
日
間
を
含
め
、計
５
回

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
ま
し
た
。 

ま
た
、８
月
の
早
い
段
階

か
ら
12
月
ま
で
の
全
４
回『
セ

ン
タ
ー
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』

も
実
施
し
ま
す（
８
月
26
日（
日
）、

９
月
16
日（
日
）、10
月
13
日（
土
）、

12
月
15
日（
土
））。そ
の
他
、

例
年
通
り
10
月
に
は『
推
薦

入
試
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 
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城
祭
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第
１
回「
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

平成18年度　金城学園  財務概要 

■消費収支計算書 

■貸借対照表 

2,215,239 

710,387 

155,183 

-1,185,666 

1,895,143

1,785,686 

589,012 

488,363 

33,055 

-1,000,973 

1,895,143

9,044,240 

8,696,542 

347,698 

1,905,761 

10,950,001

1,547,411 

646,624 

10,324,878 

-1,568,912 

10,950,001

消費収入の部 消費支出の部 

資産の部 

固 定  負  債  

流  動  負  債  

基　本　金  

消費収支差額 

負債・基本金・消費収支差額の部（合計） 

人　件　費 

教育研究経費 

管  理  経  費  

そ　の　他  

消費収入超過額 

消費支出の部（合計） 

固 定  資  産  

　　有形固定資産 

　　その他の固定資産 

流  動  資  産  

資産の部（合計） 

学生生徒納付金 

補　助　金 

そ　の　他 

基本金組入額 

消費収入の部（合計） 

負債・基本金・消費収支差額の部 
科　目　　　　　　　　　　金額（単位：千円） 

科　目　　　　　　　　　　金額（単位：千円） 

科　目　　　　　　　　　　金額（単位：千円） 

科　目　　　　　　　　　　金額（単位：千円） 

 「
32
分
の
１
の„
願
情
“な
友
情
〜
集
え
★
５
つ
の
想
い
〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
32

回
金
城
祭
が
10
月
27
・
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
はE

T
-K
IN
G

に
よ
る

ラ
イ
ブ
、模
擬
店
、ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
た
く
さ
ん
の
企
画
を
実
施
。

保
護
者
の
方
や
卒
業
生
な
ど
、た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

            

平
成
19
年
２
月
18
日
、約
１
８
０
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、福
祉
創
造
フ
ォ
ー

ラ
ム
第
１
回
大
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
を「
福
祉
の
未
来
を
語

る
│
明
日
の
豊
か
で
健
康
的
な
く
ら
し
を
目
指
し
て
│
」と
し
て
、基
調
講
演
に
京

極

宣
氏
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
山
本
省
五
氏
、雄
谷
良
成
氏
、外
丸
妙
美
氏
、阪

井
由
佳
子
氏
、村
上
満
氏
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
明
日
の
福
祉
社
会
を
先
導
す
る
福
祉
の
リ
ー

ダ
ー
的
人
材
を
養
成
す
る
」と
の
建
学
の
理
念

を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
金
城
大
学
に
は
、地
域

住
民
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

本
学
に
は
、地
域
福
祉
の
拠
点
と
な
っ
て
、社

会
に
貢
献
す
べ
き
重
要
な
使
命
が
あ
り
ま
す
。 

今
年
度
、第
２
回
大
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
す
る
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、本
誌
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。そ
ち
ら
を
ご
確
認
の
上
、ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 



「
金
城
西
南
幼
稚
園
」白
山
市
か
ら
金
城
学
園
に
移
管 

 

平
成
20
年
　
４
・
１
〜 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス 

卒
業
生
の
図
書
館
利
用
に
つ
い
て 

ゆ
う
が
く
広
場 

公
開
講
座 

金
澤
夕
ぐ
れ
祭
り 

７
・
24
〜
25
 

（
　
） 

↑ 

Topics

  

本
学
に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
白
山
市
立
松
任
西
南

幼
稚
園（
昭
和
51
年
４
月
開
設
）は
、昭
和
54
年
度
か
ら
金
城

学
園
が
管
理
運
営
を
受
託
し
、良
質
な
幼
稚
園
教
育
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。平
成
20

年
４
月
か
ら
は「
金
城

大
学
附
属
西
南
幼
稚
園
」

（
通
称
／
金
城
西
南
幼

稚
園
）
と
し
て
、
本
学

園
が
直
接
管
理
運
営

す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
さ
ら

に
特
色
あ
る
教
育
と

保
育
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

 

平
成
19
年
度

も
７
月
７
日
〜
12

月
８
日（
各
土
曜
日
、

全
12
講
座
）に
か

け
て
短
大
部
と
の

共
同
事
業
と
し
て

公
開
講
座
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。 

大
学
・
短
大
部

の
先
生
方
に
よ
る

健
康
や
生
活
に

根
付
い
た
講
義

が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
12
月
ま
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

  

石
川
県
中
央
公
園
・

い
も
り
堀
園
地
に
て
、

金
澤
夕
ぐ
れ
祭
り
２
０

０
７
が
開
催
さ
れ
、
本

学
か
ら
は
医
療
健
康
学

部
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

こ
ど
も
専
攻
に
よ
る
段

ボ
ー
ル
で
作
っ
た
動
物

の
作
品
展
示
、短
大
部

か
ら
は
美
術
学
科
の
学

生
が
似
顔
絵
を
書
き
、

好
評
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
は
、白
山
市
と
本
学
学
生
が

共
同
で
市
民
の
健
康
増
進
策
を
探
る
研
究
事
業
で
、今
年
度
は

以
下
の
グ
ル
ー
プ
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

・
白
山
市
の
視
覚
障
害
者
の
生
活
調
査
　（
下
村
ゼ
ミ
） 

・
白
山
市
民
の
健
康
調
査
お
よ
び
転
倒
予
防
教
室
の
効
果
の

検
討
　（
田
辺
ゼ
ミ
） 

・
高
齢
者
が
若
者
と
の
交
流
か
ら
及
ぼ
す
心
身
へ
の
影
響
　

（
小
林
ゼ
ミ
） 

  

金
城
大
学
社
会
福
祉
学
部
で
は
、明
日
の
福
祉
を
担
う
人
材

育
成
を
目
指
し
て
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。福
祉
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
に
は

知
識
や
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、豊
か

な
人
間
性
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
、学
習
以
外
に
、日
常
に
お
い

て
様
々
な
体
験
や
い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
の

触
れ
合
い
・
交
流
が
有
効
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

実
践
能
力
向
上
を
目
的

に
、
平
成
18
年
度
よ
り
介

護
実
習
委
員
会
を
中
心
に

学
内
サ
ロ
ン「
ゆ
う
が
く
広

場
」の
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
前

期
に
４
回
開
催
し
、１
回
目

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ー
リ

ン
グ
、２
回
目
は
園
芸
、花

の
寄
せ
植
え
、３
回
目
は
社

会
福
祉
学
部
棟
の
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、４
回
目
は
七
夕
飾
り
を
作
成
し
、願
い
事
を
短
冊
に

託
し
ま
し
た
。今
後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
、学
生
の
学
習
効
果

を
期
待
す
る
と
共
に
、地
域
住
民
が
本
学
に
触
れ
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
、地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
図
書
館
所
蔵
資
料
の
閲
覧
・
複
写
・
貸
出

が
で
き
ま
す
。（
貸
出
期
間
の
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
。） 

《
貸
出
冊
数
》　
３
冊 

《
貸
出
期
間
》　
２
週
間
　（
雑
誌
は
除
く
） 

※
必
ず
事
前
に
図
書
館
ま
で
連
絡（
０
７
６-

２
７
６-

４
４
１
２
）

し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、卒

業
年
度
・
学
籍
番
号
・
学
科
・

名
前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

※
利
用
の
際
は
現
住
所
等
を
確

認
で
き
る
も
の（
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。 

※
利
用
日
・
時
間
は
在
学
生
と

同
様
で
す
。（
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。） 



 【
活
動
報
告
】春
季
北
信
越
学
生
大
会（
団

体
・
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝
） 

【
活
動
予
定
】全
日
本
大
学
対
抗
大
会
、

夏
季
北
信
越
学
生
大
会
、全
日
本
学
生

大
会
、秋
季
北
信
学
生
大
会
、北
信
越
学

生
新
人
大
会
、全
日
本
大
会 

【
抱
負
】私
た
ち
卓
球
部
は
日
々
練
習
に

取
り
組
み
、全
国
大
会
で
上
位
に
進
出

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

  

北
陸
三
県
学
生
春
季
リ
ー
グ
戦
　
優
勝 

春
季
北
信
越
大
学
選
手
権
大
会
　
優
勝 

中
部
日
本
６
人
制
総
合
選
手
権
大
会（
石

川
県
代
表
と
し
て
出
場
）　
３
位 

石
川
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭（
一
般
の
部
）

優
勝 

東
日
本
大
学
選
手
権
大
会
　
ベ
ス
ト
16（
48
大
学
参
加
） 

  

こ
ん
に
ち
は
！
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
す
。男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
結
成
し
て
間
も
な
い
部
活
で
す
。去
年
は
７
人
と
少
な
く
、

公
式
試
合
に
も
ほ
と
ん
ど
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、今
年

は
新
入
部
員
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
の
で
14
人
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
公
式
試
合
に
も
た
く
さ
ん
出
場
す
る
予
定
で
す
。私
た

ち
の
目
標
で
あ
る
一
部
昇
格
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

 

私
た
ち
金
城
大
学
硬
式
野
球
部
は
、選
手
24
名
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

６
名
の
計
30
名
で
全
員
野
球
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。春
季

リ
ー
グ
戦
で
は
、残
念
な
が
ら
１
勝
５
敗
と
い
う
成
績
で
し
た
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、毎
週
木
曜
日
は
野
々
市
町
民
野
球
場
で
４

時
間
練
習
し
て
い
ま
す
。秋
季
リ
ー
グ
戦
で
は
、練
習
を
生
か
し

て
１
試
合
で
も
多
く
勝
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
男
女
共
に

１
つ
上
の
リ
ー
グ
に
上
が
れ
る
よ
う
に

日
々
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。第
41
回
北

信
越
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会
で
の
成
績
は
男
子
４
部
で
２
位
、女
子

は
３
部
で
３
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。ま
た
、北
信
越
秋
季
大
会

や
白
山
リ
ー
グ
な
ど
の
大
会
に
も
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ど
の
大
会
で
も
よ
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

  

第
８
回
キ
ン
ボ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ

プ（
男
子
３
位
入
賞
・
女
子
準
決
勝
進
出
） 

第
16
回
石
川
県
民
ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
キ
ン
ボ
ー
ル

交
流
大
会（
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
３
位

入
賞
） 

第
８
回
兵
庫
オ
ー
プ
ン
・
キ
ン
ボ
ー
ル

交
流
大
会
、第
８
回
キ
ン
ボ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
オ
ー
プ
ン
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ（
出

場
予
定
） 

日
本
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

  【
活
動
報
告
】北
信
越
学
生
テ
ニ
ス
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
　
本
戦
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス

ト
16
　
ベ
ス
ト
64 

北
信
越
学
生
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　

本
戦
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
16
　
ベ
ス
ト

32 Ｊ
Ｔ
Ｔ
石
川
オ
ー
プ
ン
シ
ン
グ
ル
ス
　

ベ
ス
ト
32 

Ｊ
Ｔ
Ｔ
安
比
高
原
オ
ー
プ
ン
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
32 

金
沢
市
Ｂ
級
　
ベ
ス
ト
16 

か
ほ
く
市
シ
ン
グ
ル
ス
　
準
優
勝 

【
活
動
予
定
】８
月
11
日
〜
17
日
　
北
信
越
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
　
予
選 

９
月
11
日
〜
17
日
　
北
信
越
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
　
本
選 

【
抱
負
】王
座
男
子
３
部
昇
格
、女
子
２
部
昇
格
、イ
ン
カ
レ
出
場 

  

陸
上
部
は
毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金

曜
日
に
松
任
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
に
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。記
録
会

や
大
会
に
も
出
場
し
上
位
入
賞
や
自
己

ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、大

会
の
補
助
員
・
審
判
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
活
動
報
告
】第
81
回
北
信
越
学
生
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会（
男
子
１
０
０
Ｍ
出
場
） 

 

私
た
ち
の
練
習
は
常
に
楽
し
い
雰
囲
気
で
す
。去
年
よ
り
も

部
員
数
も
増
え
、よ
り
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
小
舞
子
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
優
勝
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
出
場
な
ど
去
年
よ
り
も
活
発
に
大
会
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
は
、部
員
数
が
増
え
た
こ
と
で
多
数
の
大
会
に
出
場

し
て
い
き
、好
成
績
を
残
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

昨
年
度
に
引
き
続
き
、平
成
19
年
度
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
代
表
者

研
修
会
が
旧
尾
口
村「
か
ん
ぽ
の
郷
白
山
尾
口
」に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

各
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
、学
友
会
で
学
生
間
の
親
睦
を
図
り
、学

友
会
の
活
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。 

学
生
か
ら
の
評
判
も
よ
く
、来
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。 

  

キ
ン
ボ
ー
ル
部 

陸
上
部 

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
代
表
者
研
修
会
　
５
・
25
〜
26
 

Ｋ
Ｆ
Ｃ 

卓
球
部 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

Cultural and Sporting Activities

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

硬
式
野
球
部 

硬
式
テ
ニ
ス
部 

（
　
） 

↑ 
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同窓会会員の皆様へ  

この度、同窓会会報誌を発刊、送付させていただきますので、ご一読いただければ幸いです。 
今回の送付に際しまして、現住所等に変更がある方もいることと思います。そこで、送付先等
につきまして変更のある方は、メール・電話・Fax（※下記参照）にてご連絡くださいますようよ
ろしくお願いいたします。なお、個人情報につきましては、同窓会関係の連絡のみに使用させて
いただきます。 
今後とも、同窓会の活動に、益々のご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

大学案内・募集要項  

http://telemail.jp 
テレメール／資料請求受付（24時間） 
●音声ガイダンスに従って資料番号を入力してください。 

　IP電話 050-2015-0555 
　大　阪 06-6222-0102 
●資料請求番号　160794 （2日で資料が届きます。） 
※お急ぎの場合は、本学へ直接ご連絡ください。 


